
美祢市立美東中学校
部活動改革の推進について

美東中学校のソフトテニス部の地域クラブ化に係る協議会

令和５年6月27日(火) 於：美東中学校



主な説明内容

１．美東中学校の現状について

２．推進における校長の考え方について

３．美東中が放つ「3本の矢」について



1.  美東中学校の現状について

部活動数や人数等について

・全校生徒 ８６ 名

・野球部（２、０、５）

・ソフトテニス部男女（１３、１７、７）

・卓球部女子（０、５、４）

・吹奏楽部（６、４、４）

・バレー（臨時部）（２、２，０）



1.  美東中学校の現状について
推進している事業について

・部活動指導員・・・・・平日の部活動の指導

（国・県・市事業） 野球部（１名） 吹奏楽部（２名）

バレー部（２名）

・地域活動指導員・・・・休日の（土曜日）部活動の指導

（美祢市事業） 野球部（１名） 吹奏楽部（２名）

ソフトテニス部（※２名） 卓球部（１名）

バレー部（２名）



2.  推進における校長の考え方について

教職員に対して

・教職員の適切な勤務環境の整備と時間外業務時
間の削減

・持続可能な学校づくり（倍率の低下、若年者の
早期退職、待機免許所有者の激減）



２．推進における校長の考え方について

保護者・地域に対して

・授業時間以外での「学力保障」に資する時間が皆無

・生徒、教職員の多様性の伸長の阻害

・余暇の活用に対する考え方の変化



３．美東中が放つ「3本の矢」について

第１の「矢」

・外部指導者を複数制にすることによる指導体制
の充実



３．美東中が放つ「3本の矢」について

第２の「矢」

・平日の部活動を、火曜日と木曜日にすること
による活動日数の縮減



３．美東中が放つ「3本の矢」について

第３の「矢」

・ソフトテニス部の「地域クラブ」化



３．美東中が放つ「3本の矢」について

・ソフトテニス部の「地域クラブ」化

メリット

（１）人づくりによる地域活性化～地域づくりへ

（２）地域の教育資源の活用（地域の子どもは地域で育てる）

（３）小学生から高齢者までの異年齢集団の参加

（４）教職員の業務削減による学校教育力の向上

（５）美東町の文化の継承



３．美東中が放つ「3本の矢」について

・ソフトテニス部の「地域クラブ」化

課題

（１）運営組織の設立

（２）活動に係る費用の工面

（３）参加に係る受益者の負担

（４）指導者の確保と大会等への参加体制の整備



「部活動改革」は、

学校の組織力の充実や
授業力の向上のための

「一丁目一番地」



今、我々に課された「使命」

「持続可能な学校づくり」


